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広報みなみたね　2020 年 6 月号　02

Town Topics　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
た
本
町
事
業
者
の
事
業
継
続

を
支
援
す
る
た
め
、
南
種
子
町
よ
り
支

援
金
を
給
付
し
て
お
り
ま
す
。

◆
給
付
対
象
者

・ 

令
和
2
年
4
月
27
日
現
在
に
お
い
て

　

本
町
に
在
住
し
、
か
つ
、
町
内
に
事

　
業
所
を
有
す
る
事
業
者
で
あ
る
こ
と
。

・ 

令
和
元
年
以
前
か
ら
事
業
実
績
が
あ

　

り
、
令
和
元
年
１
月
か
ら
５
月
ま
で

　

の
事
業
収
入
が
月
平
均
5
万
円
以
上

　
あ
る
こ
と
。

・ 

令
和
2
年
1
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ

　

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
等
に

　

よ
り
、
前
年
同
月
比
で
事
業
収
入
が

　

10
％
以
上
減
少
し
た
月
が
存
在
す
る

　
こ
と
。

・ 

支
援
金
の
交
付
を
受
け
た
後
に
お
い

　
て
も
事
業
継
続
の
意
思
が
あ
る
こ
と
。

◆
給
付
対
象
施
設
（
職
種
）

・ 

遊
興
施
設
（
ス
ナ
ッ
ク
、
バ
ー
、
カ

　
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
）　

・ 

食
事
提
供
施
設
（
飲
食
店
、
居
酒
屋
、

　
料
理
店
、
喫
茶
店
、
酒
卸
業
者
）

・ 

学
習
塾
（
各
教
室
な
ど
）

・ 

ホ
テ
ル
、
旅
館　

・ 

運
動
、
遊
技
施
設
（
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
）

・ 

商
業
施
設
（
写
真
屋
等
）

※
左
記
該
当
施
設
（
職
種
）
の
判
断
は

　

鹿
児
島
県
の
休
業
要
請
一
覧
よ
り
行

　
な
い
ま
す
。

・ 

漁
業
、
茶
業
、
タ
ク
シ
ー
業

・ 
小
売
業
、
販
売
業
、
葬
祭
業

・ 
観
光
レ
ジ
ャ
ー
業

◆
給
付
額

・ 

各
業
種
に
よ
り
最
大
25
万
円

◆
申
請
期
限

・ 

令
和
２
年
６
月
30
日
（
火
）
ま
で

◆
必
要
書
類

・ 

南
種
子
町
宇
宙
の
ま
ち
持
続
化
支
援

　
金
交
付
申
請
書
（
請
求
書
）

・ 

売
上
高
比
較
表
及
び
誓
約
書

・ 

入
金
口
座
通
帳
の
写
し

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
企
画
課　
観
光
経
済
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

南
種
子
町
宇
宙
の
ま
ち
持
続
化
支
援
金
給
付
事
業

指
定
取
扱
店
募
集

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
停
滞
し
て
い
る
町
内
の
経

済
対
策
と
し
て
、
商
店
街
等
で
の
販
売

促
進
な
ど
地
域
に
お
け
る
消
費
喚
起
お

よ
び
収
入
減
に
よ
る
町
民
生
活
を
支
援

す
る
た
め
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

・ 

令
和
2
年
4
月
27
日
現
在
に
お
い
て
、

　

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

　
い
る
方
。

◆
支
給
額

・ 

町
民
１
人
当
た
り
５
千
円

◆
支
給
方
法

・ 

世
帯
主
へ
郵
送

◆
利
用
期
限

・ 

令
和
２
年
11
月
30
日
（
月
）
ま
で

◆
利
用
方
法

・ 

指
定
取
扱
店
に
お
い
て
、
ク
ー
ポ
ン

　
券
に
利
用
者
の
名
前
を
記
載
し
て
利
用

◆
利
用
（
購
入
）
で
き
な
い
も
の

・ 
国
税
お
よ
び
地
方
税
や
使
用
料
な
ど

　
の
租
税
公
課
の
支
払
い

◆
そ
の
他

・ 

ク
ー
ポ
ン
券
は
譲
渡
、
転
売
、
換
金

　

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
券
面
額
に

　

利
用
対
価
が
満
た
な
い
場
合
、
お
釣

　
り
は
出
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

　
町
で
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
取
り
扱
え

る
店
舗（
事
業
者
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
対
象

・ 

代
表
者
が
本
町
に
在
住
し
、
か
つ
、　

　
町
内
に
店
舗
・
事
業
所
を
有
す
る
者

◆
募
集
期
間

・ 

令
和
２
年
５
月
13
日
（
水
）
か
ら

◆
申
込
方
法

・ 

登
録
申
請
書
・
口
座
（
写
し
）
を
郵

　
送
ま
た
は
役
場
企
画
課
へ
持
参

※
指
定
取
扱
店
に
は
、「
指
定
取
扱
店

　
登
録
証
」
を
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
、

　
利
用
者
（
町
民
）
の
方
が
目
に
付
き

　
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
て
頂
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
企
画
課　
観
光
経
済
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

南
種
子
町
宇
宙
の
ま
ち
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
支
給
事
業
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行政トピックス

　

国
に
お
い
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」
が
決
定

さ
れ
、
感
染
拡
大
防
止
に
留
意
し
つ
つ
、

簡
素
な
仕
組
み
で
迅
速
か
つ
的
確
に
家

計
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
、「
特
別
定
額

給
付
金
」
事
業
が
実
施
さ
れ
、
本
町
に

お
い
て
は
５
月
７
日
（
木
）
に
郵
便
局

へ
の
集
配
を
依
頼
し
、
５
月
11
日
（
月
）

よ
り
受
付
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
で
は
、
１
日
で
も
早
く
お
手
元
に

給
付
金
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
手
続
き

を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請

書
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
締
め

切
り
日
ま
で
に
、
郵
送
若
し
く
は
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
給
付
対
象
者

・ 

令
和
2
年
4
月
27
日
現
在
に
お
い
て
、

　

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

　
い
る
方
。

◆
給
付
額

・ 
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
10
万
円

◆
申
請
・
受
給
で
き
る
方

・ 

世
帯
主

◆
申
請
方
法

○
郵
便
申
請

・ 

同
封
し
て
あ
り
ま
す
「
記
入
例
」
を

　

参
考
に
、「
申
請
日
」
や
「
世
帯
主

　

名
や
世
帯
主
の
生
年
月
日
な
ど
」
を

　

世
帯
主
本
人
が
必
要
事
項
を
記
入
し

　
て
く
だ
さ
い
。

・ 

申
請
書
裏
面
に
「
世
帯
主
本
人
確
認

　
書
類
」
や
「
振
込
先
金
融
機
関
口
座　
　

　
確
認
書
類
」
の
写
し
を
貼
付
し
て
く

　
だ
さ
い
。

・ 「
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
確
認
い
た
だ

　
き
、
記
載
漏
れ
な
ど
無
け
れ
ば
全
て

　
に「
チ
ェ
ッ
ク
」を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

・ 

同
封
し
て
い
る
「
返
信
用
封
筒
」
に

　
申
請
用
紙
を
入
れ
、
お
近
く
の
郵
便

　
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

・ 

総
務
省
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
サ
イ

　
ト
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
締
め
切
り
日

・ 

令
和
２
年
８
月
10
日
（
月
）

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
企
画
課　
政
策
推
進
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

◆
支
給
対
象
者
（
対
象
児
童
）

・ 

令
和
２
年
４
月
分
（
３
月
分
を
含
む
）

　

又
は
５
月
分
の
児
童
手
当
支
給
対
象

　
者
（
対
象
児
童
）
で
、
令
和
2
年
４

　

月
30
日
時
点
で
町
の
住
民
基
本
台
帳

　
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。

※
同
年
３
月
分
の
児
童
手
当
支
給
対
象

　
者
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
支
給
額

・ 

対
象
児
童
１
人
当
た
り
１
万
円

※
対
象
者
に
は
文
書
を
郵
送
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
保
健
福
祉
課　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

◆
支
給
対
象
者
（
対
象
児
童
）

・ 

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
支
給

　
対
象
者
（
対
象
児
童
）、
又
は
児
童
扶

　
養
手
当
支
給
対
象
者（
対
象
児
童
）で
、

　

令
和
2
年
4
月
30
日
時
点
で
町
の
住

　
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。

※
同
年
３
月
分
の
児
童
手
当
支
給
対
象

　
者
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
支
給
額

・ 

対
象
児
童
１
人
当
た
り
１
万
円

※
対
象
者
に
は
文
書
を
郵
送
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
保
健
福
祉
課　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

◆
免
除
内
容

・ 

水
道
料
金
の
う
ち
基
本
料
金
部
分
を

　

全
額
免
除
（
５
～
７
月
ま
で
の
３
カ

　
月
分
）

◆
対
象
者

・
全
て
の
町
水
道
契
約
者

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
水
道
課　
管
理
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
6
6
）

◆
補
助
内
容

・ 

種
子
島
中
央
高
校
の
休
校
に
伴
う
、

　
通
学
バ
ス
定
期
券
の
購
入
代
金
を
２

　
カ
月
分
補
助

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

子
育
て
支
援
給
付
金

ひ
と
り
親
家
庭
等
支
援
給
付
金

水
道
基
本
料
金
免
除

種
子
島
中
央
高
校
通
学
バ
ス
補
助
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令
和
最
初
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
は
、

４
月
20
日
に
無
事
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　

生
産
実
績
は
、
面
積
４
３
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
生
産
量
２
万
３
０
６
３
ト

ン
、
単
収
５
ト
ン
３
０
２
キ
ロ
と
な

り
ま
し
た
。
前
年
の
過
去
最
低
単
収

(

４
ト
ン
３
８
４
キ
ロ)

お
よ
び
２
年

連
続
の
４
ト
ン
台
か
ら
は
抜
け
出
し
、

回
復
の
兆
し
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

気
象
条
件
は
、
年
明
け
以
降
に
平

年
よ
り
高
め
の
気
温
で
推
移
し
、
萌

芽
も
良
好
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
６
月
の
少
雨
に
よ
り
伸
長
量
が

や
や
平
年
に
比
べ
低
く
推
移
し
た
も

の
の
、
台
風
に
よ
る
影
響
も
軽
度
の

倒
伏
の
み
と
わ
ず
か
で
あ
り
ま
し
た
。

天
候
に
は
恵
ま
れ
た
も
の
の
、
前
年

ま
で
の
影
響
か
ら
か
、
十
分
な
収
量

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
に
向
け
て
は
、
生
産
者
・
関

係
機
関
一
体
と
な
っ
た
対
策
を
継
続

し
、
昨
年
度
に
続
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

エ
イ
ト
事
業
（
堆
肥
投
入
）
お
よ
び

夏
植
え
に
対
す
る
事
業
も
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
募
集
が
あ
っ
た
際
は
、

是
非
ご
活
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
合
農
政
課　
農
業
振
興
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

令
和
１
／
２
年
産 

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
産
実
績

　

令
和
元
年
６
月
に
、
南
九
州
市
で

の
侵
入
が
確
認
さ
れ
た
「
ツ
マ
ジ
ロ

ク
サ
ヨ
ト
ウ
」
は
世
界
的
に
被
害
を

出
し
て
い
る
害
虫
で
す
。
本
町
に
お

い
て
も
昨
年
10
月
に
被
害
を
確
認
し

て
お
り
、
３
月
に
は
県
本
土
で
成
虫

の
飛
来
が
確
認
さ
れ
て
い
る
た
め
、

今
後
も
幼
虫
に
よ
る
被
害
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ
は
、
オ
オ

タ
バ
コ
ガ
と
同
じ
仲
間
で
、
ハ
ス
モ

ン
ヨ
ト
ウ
に
も
近
い
仲
間
で
あ
る
た

め
、
貪
欲
に
葉
・
茎
を
む
さ
ぼ
り
、

農
薬
慣
れ
し
や
す
い
害
虫
で
す
。

　

こ
の
虫
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
ソ
ル
ゴ
ー
、
イ
ネ
な
ど

の
イ
ネ
科
を
好
み
ま
す
が
、
カ
ブ
、

ト
マ
ト
や
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
や
カ
ボ

チ
ャ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
等
も
広
く
食
害

し
ま
す
。
今
か
ら
の
時
期
は
、
特
に

サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ソ

ル
ゴ
ー
等
に
よ
る
被
害
発
生
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

被
害
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
生

育
初
期
か
ら
圃
場
を
見
回
り
幼
虫
を

早
期
発
見
し
、
早
期
防
除
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ
は

生
長
点
付
近
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
穂

周
辺
に
よ
く
潜
ん
で
お
り
ま
す
。
防

除
薬
剤
は
品
目
ご
と
に
違
い
ま
す
の

で
、
写
真
に
似
た
幼
虫
や
怪
し
い
幼

虫
を
発
見
し
た
場
合
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

○
役
場
総
合
農
政
課　
農
業
振
興
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

○
種
子
屋
久
農
業
協
同
組
合

　
南
種
子
支
所　
営
農
販
売
課

　
☎
㉖
１
２
１
１
（
代
表
）

外
来
害
虫
「
ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ
」
に
ご
注
意
！

ツマジロクサヨトウ （幼虫）

令和１／２年産さとうきび実績

はるのおうぎ

項　目 Ｒ１ Ｈ３０ 前年比

面 積 435 ha 445 ha 98％

生 産 量 23,063 ｔ 19,508 ｔ 118％

平 均 糖 度 12.92 度 12.29 度 105％

反 収 5,302 kg 4,384 kg 121％

農 家 戸 数 212 戸 238 戸 89％

面 積 ／ 戸 205 ａ 187 ａ 110％
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毎
年
６
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の

期
間
は「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」で
す
。

　

梅
雨
期
に
入
り
、
記
録
的
な
豪
雨

や
長
時
間
の
降
雨
な
ど
に
よ
る
土
砂

災
害
が
心
配
さ
れ
る
こ
の
時
期
に
、

土
砂
災
害
防
止
に
対
す
る
住
民
の
理

解
と
関
心
を
深
め
、
防
災
知
識
の
普

及
を
図
る
と
と
も
に
被
害
の
防
止
や

軽
減
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
土
砂
災
害
か
ら
生
命
を
守
る
た
め
、

日
ご
ろ
か
ら
次
の
点
に
注
意
し
早
め

の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
雨
の
降
り
方
に
注
意

　

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
時
、
県
と
気
象
台
と
共
同
で

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
表
し
て
い

ま
す
。
こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場

合
は
、
雨
量
情
報
な
ど
に
注
意
し
て
、

自
主
的
な
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
土
砂
災
害
は
雨
が
降
り
や

ん
だ
後
で
も
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
土
砂
災
害
の
前
触
れ
を
知
る

土
石
流
に
対
し
て
は
…

　

山
鳴
り
、
立
木
の
裂
け
る
音
、
石

の
ぶ
つ
か
り
あ
う
音
が
聞
こ
え
る
、

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水

位
が
下
が
る
、
川
の
水
が
急
に
濁
る

な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

地
す
べ
り
に
対
し
て
は
…

　

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
、
斜

面
下
の
地
盤
が
盛
り
上
が
っ
て
く
る
、

斜
面
か
ら
水
が
噴
出
す
る
な
ど
の
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

が
け
崩
れ
に
対
し
て
は
…

　

が
け
か
ら
の
水
が
濁
る
、
が
け
に

亀
裂
が
入
る
、
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落

ち
て
く
る
、
異
様
な
音
が
す
る
な
ど

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

○
危
険
箇
所
を
知
っ
て
お
く

　

家
の
近
く
に
あ
る
土
砂
災
害
危
険

箇
所
お
よ
び
土
砂
災
害
危
険
区
域
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
場
所
を
決
め
て
お
く

　

普
段
か
ら
、
家
族
全
員
で
避
難
場

所
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
☎
㉖
１
１
１
１

　
建
設
課
土
木
係
（
内
線
１
６
１
）　

　
総
務
課
消
防
交
通
係
（
内
線
１
０
６
）

土
砂
災
害
防
止
月
間
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
今
年
度
に
76
歳
お
よ
び

80
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、

口
腔
検
診
（
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検

診
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
全

身
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
期
に
な

る
ほ
ど
、
お
口
の
機
能
は
低
下
し
て

い
き
や
す
い
も
の
で
す
。
こ
の
検
診

は
、
虫
歯
や
歯
周
病
だ
け
で
な
く
、

お
口
の
機
能
チ
ェ
ッ
ク
、
肺
炎
予
防

な
ど
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
義
歯
（
入
れ
歯
な
ど
）
を
使

用
中
の
方
も
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
５
月
末
に
受
診
券
（
オ

レ
ン
ジ
封
筒
）
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
県
内
の
歯
科
医
療

機
関
へ
問
い
合
わ
せ
、
予
約
の
上
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
検
診
期
間

　
令
和
２
年
６
月
１
日
（
月
）
か
ら

　
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）
ま
で

◆
検
診
料　

無
料

◆
対
象
者

・
今
年
度
76
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

方
（
昭
和
19
年
４
月
１
日
～
昭
和

20
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険

者
）

・
今
年
度
80
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

方
（
昭
和
15
年
４
月
１
日
～
昭
和

16
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険

者
）

◆
注
意
事
項

県
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
感
染
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

体
調
を
第
一
に
考
え
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

○
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
業
務
課　
保
健
事
業
班

　
☎
０
９
９
（
２
０
６
）
１
３
２
９

○
役
場
保
健
福
祉
課　
健
康
保
険
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
）

お
口く
ち
元
気
歯ハ

ッ
ピ
ー
検
診
に
つ
い
て
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◆
問
い
合
わ
せ
先

熊
毛
地
区
消
防
組
合

南
種
子
分
遣
所☎㉖

１
０
６
０

http://kum
age-119.jp/

◆
講
習
日
時

・
８
月
22
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

・
８
月
23
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
※
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら

◆
講
習
会
場

・
南
種
子
町
中
央
公
民
館

◆
受
付
期
間

・
７
月
１
日
（
水
）
～
７
月
27
日
（
月
）

　
ま
で

　

※
申
込
書
は
分
遣
所
及
び
熊
毛
地
区

　

消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

◆
受
講
料

・
４
６
０
０
円
（
教
材
費
含
む
）

　

※
な
お
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
中
止
の

　

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
受

　
講
予
定
者
に
連
絡
し
ま
す
。

　

１
月
か
ら
種
子
島
、
屋
久
島
で
火
災

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
建
物
火
災
だ
け

で
は
な
く
、
さ
と
う
き
び
の
ハ
カ
マ
焼

き
や
枯
草
焼
き
で
の
火
災
も
増
加
し
て

い
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
野
焼
き
や
枯
草
焼
き
等
、
火

災
と
紛
ら
わ
し
い
行
為
を
行
う
場
合

は
、
事
前
に
消
防
署
に
届
出
が
必
要
で

す
。
電
話
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
左

記
ま
で
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
消
　
消  

防防  

署署  

だだ  

よよ  

りり

防
火
管
理
者
講
習
会
の
開
催
に

つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
県
外
と
の
往
来
の

自
粛
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
町

内
に
在
住
し
て
い
る
も
の
の
、
や
む

を
得
な
い
事
情
で
所
有
車
両
の
車
番

（
ナ
ン
バ
ー
）
の
変
更
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
方
が
県
外
在
住
者
で
あ
る

と
誤
解
さ
れ
な
い
た
め
に
、
町
内
在

住
を
確
認
で
き
た
方
に
対
し
、
町
内

在
住
確
認
書
（
カ
ー
ド
）
を
交
付
し

ま
す
。

◆
申
請
（
提
出
）
書
類

①
申
請
書

②
車
検
証
の
写
し

③
次
の
い
ず
れ
か
を
一
つ

・ 

住
民
票
の
写
し
（
３
カ
月
以
内
に
発

　
行
さ
れ
た
も
の
）

・ 

運
転
免
許
証
の
写
し

・ 

健
康
保
険
証
の
写
し
（
住
所
が
確
認

　
で
き
る
こ
と
）

・ 

公
共
料
金
領
収
書
や
公
的
機
関
が

　

発
行
す
る
手
帳
又
は
そ
れ
に
準
じ

　

る
も
の
な
ど
の
写
し
（
住
所
が
印

　
字
さ
れ
て
い
る
も
の
）

◆
申
請
方
法

　
郵
送
か
電
子
メ
ー
ル

◆
確
認
書
（
カ
ー
ド
）
の
効
力
期
限

　
令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

◆
そ
の
他

　

効
力
期
限
ま
で
に
変
更
手
続
き
が

お
済
み
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
確
認

書
（
カ
ー
ド
）
の
返
却
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
申
請
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課　
政
策
推
進
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

　

E-m
ail

／seisaku1@
tow

n.m
ina

　

m
itane.lg.jp

南
種
子
町
内
在
住
確
認
書
（
カ
ー
ド
）
の
交
付
に
つ
い
て

種
子
島
・
屋
久
島
火
災
が
多
発



宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　本町在住の俵基之さんより、フェイスシー
ルドの寄贈がありました。フェイスシールドと
は、ウイルス等の飛沫感染を防ぐ為に使用され
るもので、ご自宅の３Ｄプリンタを使い作成さ
れたとのことです。
　今後、より一層病院職員一丸となり、種子島
での新型コロナウイルス感染防止に努めてまい
りたいと思います。
　貴重な寄贈ありがとうございます。

フェイスシールド寄贈フェイスシールド寄贈5 月 1 日
　新型コロナウイルス感染症予防対策用とし
て、本町の漁業協同組合（甲山博明代表理事組
合長）から不織布マスク 2000 枚の寄贈があり
ました。
　この日町長室において、船川参事から直接町
長に手渡され、「社会福祉関連の感染予防対策と
して役立てていただきたい。」とのことでした。
　貴重な寄贈ありがとうございます。

不織布マスク寄贈不織布マスク寄贈5 月 1 日

　新型コロナウイルス感染症予防対策用とし
て、本町の南風消毒（今村清一朗代表）から弱
酸性次亜水 20 リットルの寄贈がありました。
　この日営業所において、保健福祉課長に手渡
され、「公共施設の感染予防対策として役立てて
いただきたい。」とのことでした。
　貴重な寄贈ありがとうございます。

弱酸性次亜水寄贈弱酸性次亜水寄贈5 月 13 日
　本町に親交があり、鹿児島県薬剤師会理事で
ある田中孝明氏から、新型コロナウイルス感染
拡大防止に役立ててもらいたいと子供用不織布
マスクが寄贈されました。
　この日、田中氏が 2000 枚のマスクを持参し
来庁され、小園裕康町長へ手渡されました。
寄贈いただいたマスクは町内の小・中学校へ配
布され、活用されました。
　貴重な寄贈ありがとうございます。

子供用不織布マスク寄贈子供用不織布マスク寄贈5 月 15 日
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宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　
５
月
21
日（
木
）午
前
２
時
31
分（
日
本
標
準
時
）に
、

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
９

号
機
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
打
ち
上
げ
は
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給

機
「
こ
う
の
と
り
」
９
号
機
を
搭
載
し
た
ロ
ケ
ッ
ト

で
、打
ち
上
げ
か
ら
約
15
分
07
秒
後
に
「
こ
う
の
と
り
」

９
号
機
は
正
常
に
分
離
さ
れ
、
打
ち
上
げ
は
成
功
し

ま
し
た
。
今
回
で
最
後
の
打
ち
上
げ
と
な
っ
た
Ｈ
‐

Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
に
伴
い
、
町
が
指
定
す
る
見
学
場
（
長

谷
公
園
、
前
之
峯
陸
上
競
技
場
、
宇
宙
ケ
丘
公
園
、

恵
美
之
江
展
望
公
園
）
が
全
て
閉
鎖
さ
れ
た
中
で
の
、

記
憶
に
残
る
打
ち
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ

ロ
ケ
ッ
ト
は
、
今
回
の
打
ち
上
げ
成
功
も
含
め
、
成
功

率
１
０
０
％
で
最
後
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
見
学
場
の
閉
鎖
に
対
す
る
ご
理
解
と
、
見

学
自
粛
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

祝

広
報
と
歩
ん
だ
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
の
足
跡
‼

◆
各
写
真
の
記
載

①
打
ち
上
げ
日
　
②
打
ち
上
げ
時
間

③
撮
影
場
所
　
④
コ
メ
ン
ト

①平成 21年 9月 11 日（金）　②午前 2時 1分①平成 21年 9月 11 日（金）　②午前 2時 1分
③上中市街地（島間港からの輸送状況）③上中市街地（島間港からの輸送状況）
④信号機を動かしロープで固定！④信号機を動かしロープで固定！

①平成 23年 1月 22 日（土）①平成 23年 1月 22 日（土）
②午後 2時 37 分②午後 2時 37 分
③長谷公園③長谷公園
④天気もよく、たくさんの見学者！④天気もよく、たくさんの見学者！

①平成 27年 8月 19 日（水）①平成 27年 8月 19 日（水）
②午後 8時 50 分②午後 8時 50 分
③恵美之江展望公園③恵美之江展望公園
④ＮＡＳＡの物資を緊急輸送！④ＮＡＳＡの物資を緊急輸送！

①平成 28年 12 月 9日（金）①平成 28年 12 月 9日（金）
②午後 10時 26 分②午後 10時 26 分
③長谷公園③長谷公園
④その時を静かに見守る見学者！④その時を静かに見守る見学者！

①平成 25年 8月 4日（日）①平成 25年 8月 4日（日）
②午前 4時 48 分②午前 4時 48 分
③長谷公園③長谷公園
④指定見学場に 5000 人超！④指定見学場に 5000 人超！

①平成 24年 7月 21 日（土）　②午前 11時 6分①平成 24年 7月 21 日（土）　②午前 11時 6分
③長谷公園　④指定見学場に 4000 人超！③長谷公園　④指定見学場に 4000 人超！

１号機１号機

2号機2号機

3号機3号機

4号機4号機

6号機6号機

5号機5号機

Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
９
号
機

　
　

最
後
の
打
ち
上
げ
成
功
‼
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宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　平山地区浜田にある農業者休養施設「はまだ
の湯」が、この度リニューアルしました。
　施設では、新型コロナウイルスの感染拡大防
止により営業を自粛していましたが、自粛期間
中を利用し、入り口にスロープを設置したり脱
衣所等の改修を行いました。
　今回の改修は、（株）シーズテクノロジーの
協力により平山地区生産組合が独自で行ったも
ので、利用者からは喜びの声が聞かれました。

はまだの湯リニューアルはまだの湯リニューアル5 月 22 日
　西之門倉岬公園では、今年もテッポウユリが
見頃をむかえ、満開の白い花を咲かせてくれま
した。
　このテッポウユリは、本町トンミー大使の関
初美さん（島間出身）が、昨年 11 月 3 日のふ
るさと祭に出席された際に、町内の観光地を少
しでも明るくしたい思いから寄贈されたもので、
平成 24 年 10 月から毎年つづいています。
　貴重な寄贈ありがとうございます。

満開のテッポウユリ満開のテッポウユリ5 月 14 日

①平成 30年 9月 23 日（日）①平成 30年 9月 23 日（日）
②午前 2時 52 分②午前 2時 52 分
③七色坂③七色坂
④４回延期後、きれいな軌跡！④４回延期後、きれいな軌跡！

①令和 2年 5月 21 日（木）①令和 2年 5月 21 日（木）
②午前 2時 31 分②午前 2時 31 分
③長谷公園③長谷公園
④閉鎖（打ち上げ）後の射場！（ロケットは宇宙へ）④閉鎖（打ち上げ）後の射場！（ロケットは宇宙へ）

①令和元年 9月 25 日（水）①令和元年 9月 25 日（水）
②午前 1時 5分②午前 1時 5分
③恵美之江展望公園③恵美之江展望公園
④２回延期後の大迫力！④２回延期後の大迫力！

9 号機9号機

7号機7号機8号機8号機

打ち上げ日打ち上げ日
　7月 15 日（水）　7月 15 日（水）
打ち上げ時間打ち上げ時間
　午前 5時 51 分 27 秒　午前 5時 51 分 27 秒（日本標準時）（日本標準時）

Ｈ－ⅡＡロケット 42号機Ｈ－ⅡＡロケット 42号機
打ち上げ日決定！打ち上げ日決定！
ＵＡＥ火星探査機「ＨＯＰＥ」ＵＡＥ火星探査機「ＨＯＰＥ」
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InformationInformation
税
務
職
員
採
用
試
験
受

験
者
募
集
に
つ
い
て

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と

熊
本
国
税
局
で
は
、
税
務

職
員
採
用
試
験
（
高
卒
程

度
）
の
受
験
者
を
募
集
し

ま
す
。

　

申
込
受
付
期
間
は
６
月

中
旬
か
ら
下
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
受
験
資
格
等

及
び
受
験
申
込
の
詳
細
は
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
国

家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
次
の
と
こ
ろ
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
種
子
島
税
務
署
☎

㉒
０
４
４
０
（
※
自
動
音

声
案
内
後
「
２
」
を
選
択
）

消
費
税
の
軽
減
税
率
制

度
に
つ
い
て
（
全
て
の

事
業
者
に
関
す
る
制
度

で
す
）

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
税
率
が
８
％
か
ら
10

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
同

時
に
消
費
税
の
軽
減
税
率

制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

軽
減
税
率
の
対
象
品
目

は
、
大
き
く
分
け
て
①
飲

食
料
品
（
酒
類
・
外
食
等

を
除
い
た
も
の
）、
②
週
２

回
以
上
発
行
さ
れ
る
新
聞

（
定
期
購
読
契
約
に
基
づ
く

も
の
）
の
２
つ
で
す
。

　

な
お
、
消
費
税
の
申
告

が
必
要
な
課
税
事
業
者
の

方
は
、
売
上
げ
や
仕
入
れ

（
経
費
）
を
税
率
ご
と
に
区

分
し
て
帳
簿
に
記
載
す
る

「
区
分
経
理
」
を
行
う
必

要
が
あ
る
ほ
か
、
申
告
に

当
た
り
仕
入
税
額
控
除
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

原
則
と
し
て
区
分
経
理
に

対
応
し
た
帳
簿
及
び
請
求

書
等
（
区
分
記
載
請
求
書

等
）
の
保
存
が
要
件
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
税
の
申
告

の
必
要
が
な
い
免
税
事
業

者
の
方
も
、
取
引
先
か
ら

区
分
記
載
請
求
書
等
の
交

付
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
対
応
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
次
の

と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
種
子
島
税
務
署
☎

㉒
０
４
４
０
（
※
自
動
音

声
案
内
後
「
２
」
を
選
択
）

鹿
児
島
県
警

警
察
官
Ｂ
（
高
校
卒
業

程
度
）
採
用
試
験
に
つ

い
て

◆
受
験
資
格

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
15
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
者
。

◆
１
次
試
験

〇
９
月
19
日
（
土
）

・
体
力
検
査
、
身
体
検
査
、

武
道
区
分
の
方
は
実
技
試

験〇
９
月
20
日
（
日
）

・ 

教
養
試
験
、作
文
試
験（
２

次
で
採
点
）、
適
性
検
査

※
試
験
地
は
西
之
表
市
他

（
武
道
は
鹿
児
島
市
の
み
）

◆
２
次
試
験

〇
11
月
24
～
30
日
（
予
定
）

・ 

面
接
試
験
、身
体
検
査（
書

面
）

◆
改
正
点

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申

し
込
み
で
き
ま
す

②
西
之
表
市
会
場
が
増
え

ま
し
た

③
１
次
試
験
が
連
続
２
日

に
な
り
ま
し
た

◆
そ
の
他

 

詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

「
鹿
児
島
県
警
察
」
で
検
索

く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
鹿
児
島
県
警
察
本
部

警
務
課
採
用
係
☎
０
９
９

（
２
０
６
）
２
２
２
０

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

に
つ
い
て

　

６
月
１
日
（
月
）
か
ら

７
日
（
日
）
は
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
普
及
週
間
」
と
し
て
、

国
民
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
エ
イ
ズ

に
対
す
る
関
心
を
喚
起
し
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
予
防
、
早

期
発
見
を
図
る
た
め
、
全

国
的
に
普
及
啓
発
の
取
り

組
み
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

例
年
、
こ
の
週
間
に
合

わ
せ
て
、
県
内
の
保
健
所

で
は
、
休
日
や
平
日
の
夜

間
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

※
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
実
施
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
＝
県
庁
健
康
増
進
課
☎

０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
２

４ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正

し
く
理
解
す
る
週
間
に

つ
い
て

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
対

す
る
解
決
の
促
進
を
図
る

た
め
に
、
県
で
は
「
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
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情報ひろば
解
す
る
週
間
」
を
定
め
て

い
ま
す
。

　

誤
っ
た
隔
離
政
策
に

よ
っ
て
強
制
的
に
隔
離
さ

れ
、
ご
本
人
だ
け
で
な
く

ご
家
族
も
差
別
や
偏
見
を

受
け
ま
し
た
。
病
気
が
治
っ

て
も
家
族
の
元
へ
帰
れ
ず
、

今
も
な
お
、
多
く
の
方
々

が
療
養
所
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た

方
々
や
そ
の
家
族
が
、
平

穏
に
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

ま
た
二
度
と
こ
の
よ
う
な

悲
し
い
歴
史
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
「
ハ
ン
セ
ン

病
と
は
何
か
」
を
正
し
く

理
解
す
る
事
が
大
切
で
す
。

（
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

啓
発
展
示
は
未
定
で
す
）

◆
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正

し
く
理
解
す
る
週
間

　
６
月
21
日
（
日
）
か
ら

　
６
月
27
日
（
土
）
ま
で

◎
問
＝
県
庁
健
康
増
進
課
☎

０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
２

０工
業
統
計
調
査
の
実
施

に
つ
い
て

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省

で
は
、
県
・
市
町
村
を
通

じ
て
、
６
月
１
日
現
在
で

製
造
業
に
属
す
る
す
べ
て

の
事
業
所
を
対
象
に
「
工

業
統
計
調
査
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

５
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
、
県
知
事
が
任
命
し
た

「
統
計
調
査
員
」
が
各
事
業

所
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
目
的

・
我
が
国
の
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
各
種
施
策

等
の
基
礎
資
料
を
得
る
。

◆
調
査
内
容

・
従
業
者
数
、
製
造
品
出
荷

額
、
原
材
料
使
用
額
な
ど
。

◆
そ
の
他

 

詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

「
２
０
２
０
年
工
業
統
計
調

査
」
で
検
索
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
県
庁
統
計
課
☎
０
９

９
（
２
８
６
）
２
４
７
９

◎
問
＝
役
場
企
画
課
企
画
開

発
係
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線

１
７
２
）

国
勢
調
査
の
実
施
に
つ

い
て

　
国
勢
調
査
は
、
我
が
国
に

居
住
す
る
全
て
の
人
を
対
象

と
し
て
、
５
年
ご
と
に
実
施

さ
れ
る
国
の
最
も
基
本
的
で

重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
10
月
１
日
現
在
で
実
施
さ

れ
る
令
和
２
年
国
勢
調
査

は
、
大
正
９
年
の
調
査
開
始

か
ら
実
施
百
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。

　
県
で
は
、
１
月
20
日
に
設

置
し
た
「
令
和
２
年
国
勢
調

査
鹿
児
島
県
実
施
本
部
」
が

中
心
と
な
っ
て
、
国
、
市
町

村
お
よ
び
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
緊
密
に
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
積
極
的

推
進
な
ど
、
社
会
情
勢
や
国

民
生
活
の
変
化
に
対
応
し
た

的
確
な
統
計
調
査
の
実
施
に

取
り
組
み
ま
す
。

◎
問
＝
県
庁
統
計
課
☎
０
９

９
（
２
８
６
）
２
４
７
９

◎
問
＝
役
場
企
画
課
企
画
開

発
係
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線

１
７
２
）

県
産
材
利
用
の
取
り
組

み
を
募
集
し
ま
す

　

県
で
は
、
県
産
材
の
積

極
的
な
活
用
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
木
に
触
れ
て

親
し
む
木
育
環
境
の
整
備

や
、
多
く
の
人
た
ち
が
木

の
良
さ
を
実
感
で
き
る
木

造
施
設
等
の
整
備
、
県
産

材
の
利
用
が
広
が
る
木
製

品
の
開
発
及
び
普
及
に
関

す
る
取
り
組
み
を
県
民
の

皆
様
か
ら
広
く
募
集
し
、

助
成
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　
５
月
８
日
（
金
）
か
ら

　
７
月
10
日
（
金
）
ま
で

◆
募
集
内
容

・
木
育
環
境
の
整
備

・
木
造
施
設
等
の
整
備

・
木
製
品
の
開
発
及
び
普
及

◎
問
＝
県
庁
か
ご
し
ま
材
振

興
課
☎
０
９
９
（
２
８
６
）

３
３
６
６

　

次
の
大
会
等
に
お
い
て

中
止
が
決
定
し
ま
し
た
。

・
第
61
回
県
民
体
育
大
会
熊

毛
地
区
大
会

・
国
体
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
競
技
（
サ
ー
フ
ィ

ン
）

◎
問
＝
役
場
社
会
教
育
課

社
会
体
育
係
☎
㉖
１
１
１
１

（
内
線
２
７
１
）

大
会
等
の
中
止
に
つ
い

て



　

平
山
小
学
校
は
、
毎
朝
、
児
童
全
員
と
職

員
が
太
陽
が
丘
に
登
り
、
元
気
よ
く
あ
い
さ

つ
を
す
る
こ
と
で
一
日
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

あ
い
さ
つ
の
後
、
代
表
児
童
が
今
日
の
目
標

を
発
表
し
ま
す
。
そ
れ
に
続
け
て
、
他
の
児

童
も
大
き
な
声
で
「
が
ん
ば
り
ま
～
す
。」
と

復
唱
、
平
山
小
学
校
伝
統
の
爽
や
か
な
一
日

の
始
ま
り
で
す
。

　

お
近
く
を
通
ら
れ
る
際
は
、
子
ど
も
た
ち

の
声
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
一
日
元
気
に
過

ご
せ
る
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

平山平山小学校小学校
太
陽
が
丘
で
一
日
の
ス
タ
ー
ト

　

４
月
22
日
（
水
）、
校
庭
で
不
審
者
対
応
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
不
審
者
に
扮
し
た
警
察
官
が
声

を
か
け
る
と
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
代
表
の

子
ど
も
た
ち
は
一
目
散
に
逃
げ
出
し
、「
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
逃
げ
込
み
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
不
審
者
の
背
格
好
な
ど
、
先
生

の
質
問
に
答
え
る
練
習
も
行
い
、
も
う
一
人
の
警

察
官
に
そ
の
様
子
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
不
審

者
役
の
警
察
官
の
正
体
が
昨
年
ま
で
近
所
に
住
ん

で
い
た
方
と
分
か
る
と
、
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち

は
安
心
し
て
話
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
不
審
者
へ

の
対
応
を
学
び
、
実
践
に
つ
な
が
る
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

不
審
者
対
応
訓
練

茎南茎南小学校小学校

　
５
月
12
日
（
火
）、
地
域
の
方
を
講
師
に
お

招
き
し
て
、
３
年
生
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
植
え

付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
ク
イ
ズ
形
式
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
の

特
徴
や
産
地
、
利
用
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

　

後
半
の
植
え
付
け
体
験
で
は
、
天
高
く
大

き
く
成
長
す
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
イ
メ
ー
ジ
し

な
が
ら
１
本
１
本
、
丁
寧
に
植
え
て
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
、
３
学
期
の
収
穫
や
「
砂
糖
す

め
体
験
」
に
向
け
て
、
成
長
を
見
守
っ
て
い

き
ま
す
。

中平中平小学校小学校
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
植
え
付
け
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４
月
22
日
（
水
）、
交
通
安
全
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
南
種
子
交
番
の
方
か
ら
、
横
断
歩
道
の
正

し
い
渡
り
方
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
校
庭

に
描
い
た
横
断
歩
道
で
、
５・
６
年
生
が
し
っ
か
り
と
し

た
見
本
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
１・
２
年
生
は
、
学
校

前
の
実
際
の
横
断
歩
道
も
使
っ
て
練
習
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
車
の
運
転
手
か
ら
歩
行
者
は
ど
の
よ
う
に
見
え

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
パ
ト

カ
ー
を
使
い
、死
角
に
な
る
場
所
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

体
験
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
な
学

校
を
目
指
し
、
交
通
安
全
に
努
め
て
い
き
ま
す
。西野西野小学校小学校

交
通
安
全
教
室

　

５
月
13
日
（
水
）、
不
審
者
侵
入
を
想
定
し
た
訓
練
で
、
決
め
ら

れ
た
言
葉
の
放
送
に
落
ち
着
い
て
対
応
し
、
避
難
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
後
半
は
、「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
か
け
込
み
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、「
１
１
０
番
の
家
」
を
代
表
し
て
、
は
ま
や

商
店
さ
ん
に
も
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

防
災
教
育
を
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
位
置
付
け
、
子
ど
も
た
ち

が
課
題
意
識
を
も
っ
て
各
避
難
訓
練
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
命
を
大
切
に
す
る
子
ど
も
」「
自
ら

考
え
行
動
で
き
る
子
ど
も
」
の
育
成
に
努
め
ま
す
。「
い
か
・
の
・
お
・

す
・
し
」
を
合
い
言
葉
に
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
を
実
感

し
な
が
ら
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

島間島間小学校小学校
命
を
守
る
た
め
に
（
不
審
者
対
応
避
難
訓
練
）
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６
月
６
月
2121
日
（
日
）
の
夕
方

日
（
日
）
の
夕
方

部
分
日
食
が
起
こ
り
ま
す

部
分
日
食
が
起
こ
り
ま
す

　

日
食
と
は
、
見
か
け
上
、
月
が
太

　

日
食
と
は
、
見
か
け
上
、
月
が
太

陽
を
隠
す
現
象
で
す
。
月
が
太
陽
と

陽
を
隠
す
現
象
で
す
。
月
が
太
陽
と

地
球
の
間
に
き
た
と
き
、
つ
ま
り
新

地
球
の
間
に
き
た
と
き
、
つ
ま
り
新

月
の
と
き
に
月
の
影
が
地
球
に
落
ち

月
の
と
き
に
月
の
影
が
地
球
に
落
ち

る
こ
と
で
日
食
が
起
こ
り
ま
す
。
日

る
こ
と
で
日
食
が
起
こ
り
ま
す
。
日

食
に
は
月
が
太
陽
を
す
べ
て
隠
す
「
皆

食
に
は
月
が
太
陽
を
す
べ
て
隠
す
「
皆

既
日
食
」、
部
分
的
に
隠
す
「
部
分
日

既
日
食
」、
部
分
的
に
隠
す
「
部
分
日

食
」、
月
よ
り
も
太
陽
が
大
き
く
太
陽

食
」、
月
よ
り
も
太
陽
が
大
き
く
太
陽

の
光
が
リ
ン
グ
状
に
見
え
る
「
金
環

の
光
が
リ
ン
グ
状
に
見
え
る
「
金
環

日
食
」
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

日
食
」
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

日
食
自
体
は
世
界
で
年
に
２
回
程

　

日
食
自
体
は
世
界
で
年
に
２
回
程

度
起
き
て
い
ま
す
が
、
見
る
こ
と
が

度
起
き
て
い
ま
す
が
、
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
限
ら
れ
た
範
囲
の
た
め
、

で
き
る
の
は
限
ら
れ
た
範
囲
の
た
め
、

こ
の
次
に
日
本
で
観
察
で
き
る
の
は
、

こ
の
次
に
日
本
で
観
察
で
き
る
の
は
、

３
年
後
の
２
０
２
３
年
４
月

３
年
後
の
２
０
２
３
年
４
月
202011

日
で
日
で

す
。
す
。

　

今
回
の
日
食
は
全
国
で
観
察
で
き

　

今
回
の
日
食
は
全
国
で
観
察
で
き

ま
す
が
、
西
日
本
地
域
で
よ
り
深
い

ま
す
が
、
西
日
本
地
域
で
よ
り
深
い

日
食
（
種
子
島
で
は
食
分
約
０・
６
～

日
食
（
種
子
島
で
は
食
分
約
０・
６
～

０・
７
）
が
観
察
で
き
ま
す
。
短
い

０・
７
）
が
観
察
で
き
ま
す
。
短
い

時
間
で
も
太
陽
を
直
接
見
る
と
、
目

時
間
で
も
太
陽
を
直
接
見
る
と
、
目

を
痛
め
大
変
危
険
で
す
。
遮
光
板
の

を
痛
め
大
変
危
険
で
す
。
遮
光
板
の

使
用
や
厚
紙
に
穴
を
空
け
て
地
面
に

使
用
や
厚
紙
に
穴
を
空
け
て
地
面
に

映
っ
た
光
を
観
察
す
る
な
ど
、
工
夫

映
っ
た
光
を
観
察
す
る
な
ど
、
工
夫

し
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

し
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
食
の
始
め
】

【
食
の
始
め
】
1616
時時
0101
分
ご
ろ

分
ご
ろ

【
食
の
最
大
】

【
食
の
最
大
】
1717
時時
1313
分
ご
ろ

分
ご
ろ

【
食
の
終
わ
り
】

【
食
の
終
わ
り
】
1818
時時
1616
分
ご
ろ

分
ご
ろ

野
口
宇
宙
飛
行
士
の

野
口
宇
宙
飛
行
士
の

　
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
長
期
滞
在
搭
乗
機
が
決
定
！

　
　
長
期
滞
在
搭
乗
機
が
決
定
！

　

野
口
聡
一
宇
宙
飛
行
士
は
、
現
在

　

野
口
聡
一
宇
宙
飛
行
士
は
、
現
在

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）

で
の
長
期
滞
在
に
向
け
た
準
備
・
訓

で
の
長
期
滞
在
に
向
け
た
準
備
・
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

練
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

米
国
企
業
ス
ペ
ー
ス
Ｘ
社
が
開
発
を

米
国
企
業
ス
ペ
ー
ス
Ｘ
社
が
開
発
を

進
め
て
い
る
ク
ル
ー
ド
ラ
ゴ
ン
宇
宙

進
め
て
い
る
ク
ル
ー
ド
ラ
ゴ
ン
宇
宙

船
の
運
用
初
号
機
に
搭
乗
し
て
Ｉ
Ｓ

船
の
運
用
初
号
機
に
搭
乗
し
て
Ｉ
Ｓ

Ｓ
へ
向
か
う
た
め
の
訓
練
を
開
始
し

Ｓ
へ
向
か
う
た
め
の
訓
練
を
開
始
し

ま
し
た
。
ク
ル
ー
ド
ラ
ゴ
ン
宇
宙
船

ま
し
た
。
ク
ル
ー
ド
ラ
ゴ
ン
宇
宙
船

は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
ケ
ネ
デ
ィ
宇
宙
セ
ン

は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
ケ
ネ
デ
ィ
宇
宙
セ
ン

タ
ー
か
ら
フ
ァ
ル
コ
ン
９
ロ
ケ
ッ
ト

タ
ー
か
ら
フ
ァ
ル
コ
ン
９
ロ
ケ
ッ
ト

で
打
ち
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
、
本
宇

で
打
ち
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
、
本
宇

宙
船
へ
の
搭
乗
は
、
日
本
人
で
初
め

宙
船
へ
の
搭
乗
は
、
日
本
人
で
初
め

て
と
な
り
ま
す
。

て
と
な
り
ま
す
。

　

野
口
宇
宙
飛
行
士
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

野
口
宇
宙
飛
行
士
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、
約
６
か

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、
約
６
か

月
間
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
長
期
滞
在
ミ
ッ
シ
ョ

月
間
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
長
期
滞
在
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。
先
日
、
同
乗
ク
ル
ー

ン
を
行
い
ま
す
。
先
日
、
同
乗
ク
ル
ー

の
宇
宙
飛
行
士
ら
と
共
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
緊

の
宇
宙
飛
行
士
ら
と
共
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
緊

急
事
態
対
処
訓
練
を
行
い
ま
し
た
（
写

急
事
態
対
処
訓
練
を
行
い
ま
し
た
（
写

真
）。
今
後
の
情
報
に
も
、
ぜ
ひ
ご
注

真
）。
今
後
の
情
報
に
も
、
ぜ
ひ
ご
注

目
く
だ
さ
い
。

目
く
だ
さ
い
。

水
星
磁
気
圏
探
査
機
「
み
お
」

水
星
磁
気
圏
探
査
機
「
み
お
」

　
　
　
地
球
に
さ
よ
な
ら

　
　
　
地
球
に
さ
よ
な
ら

　

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
と
ヨ
ー

　

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
宇
宙
機
関
が
協
力
し
て
進
め

ロ
ッ
パ
宇
宙
機
関
が
協
力
し
て
進
め

る
国
際
水
星
探
査
計
画
で
２
０
１
８

る
国
際
水
星
探
査
計
画
で
２
０
１
８

年年
1010
月月
2020
日
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
水

日
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
水

星
磁
気
圏
探
査
機
「
み
お
」
は
、
約

星
磁
気
圏
探
査
機
「
み
お
」
は
、
約

１
年
半
ぶ
り
に
地
球
に
接
近
し
、

１
年
半
ぶ
り
に
地
球
に
接
近
し
、

２
０
２
０
年
４
月

２
０
２
０
年
４
月
1010
日日
1313
時時
2525
分
頃
分
頃

（
日
本
時
間
）
に
最
初
で
最
後
と
な
る

（
日
本
時
間
）
に
最
初
で
最
後
と
な
る

地
球
ス
イ
ン
グ
バ
イ
を
実
施
し
ま
し

地
球
ス
イ
ン
グ
バ
イ
を
実
施
し
ま
し

た
。（「
ス
イ
ン
グ
バ
イ
」
と
は
、
少

た
。（「
ス
イ
ン
グ
バ
イ
」
と
は
、
少

な
い
燃
料
（
推
進
剤
）
し
か
積
め
な

な
い
燃
料
（
推
進
剤
）
し
か
積
め
な

い
惑
星
探
査
機
が
遠
く
ま
で
行
く
時

い
惑
星
探
査
機
が
遠
く
ま
で
行
く
時

に
惑
星
の
重
力
を
使
っ
て
加
速
す
る

に
惑
星
の
重
力
を
使
っ
て
加
速
す
る

方
法
の
こ
と
で
す
。）

方
法
の
こ
と
で
す
。）

今
回
の
地
球
ス
イ
ン
グ
バ
イ
を
皮
切

今
回
の
地
球
ス
イ
ン
グ
バ
イ
を
皮
切

り
に
金
星
や
水
星
で
計
９
回
の
ス
イ

り
に
金
星
や
水
星
で
計
９
回
の
ス
イ

ン
グ
バ
イ
（
惑
星
探
査
機
と
し
て
史

ン
グ
バ
イ
（
惑
星
探
査
機
と
し
て
史

上
最
多
）
を
実
施
し
、
２
０
２
５
年

上
最
多
）
を
実
施
し
、
２
０
２
５
年

に
水
星
に
到
着
予
定
で
す
。　

に
水
星
に
到
着
予
定
で
す
。　

種子島での日食の見え方

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244

Michael Hopkins 宇宙飛行士 （左）、 野口宇宙飛行士 （中央）

Victor Glover 宇宙飛行士 （右） （出典 ： JAXA/NASA）
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新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
身
体

新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
身
体

づ
く
り
の
た
め
に

づ
く
り
の
た
め
に

　
　
　

公
立
種
子
島
病
院

　
外
来
看
護
師　
赤
坂 
悠
香

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
感

染
者
が
増
加
す
る
中
、
今
後
こ
の
地
域
で
も
感

染
や
感
染
拡
大
も
十
分
予
想
さ
れ
ま
す
。
頼
れ

る
の
は
自
身
の
体
力
と
免
疫
で
す
。
感
染
し
な

い
健
康
な
身
体
を
維
持
す
る
た
め
、
免
疫
力
を

高
め
る
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。（
※
免

疫
力
と
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
の
病
原
体

か
ら
カ
ラ
ダ
を
守
っ
て
く
れ
る
防
御
シ
ス
テ
ム

の
よ
う
な
も
の
で
す
。）

①
栄
養　

　

大
切
な
の
は
腸
内
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
で

す
。
腸
内
に
は
体
内
の
約
６
割
の
免
疫
細
胞
が

存
在
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、

食
生
活
が
非
常
に
大
切
で
す
。

○
発
酵
食
品
：
乳
酸
菌
が
善
玉
菌
の
活
動
を
活

発
に
し
て
菌
が
腸
内
に
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
。

悪
玉
菌
の
増
殖
を
抑
え
、
腸
内
環
境
を
よ
く
す

る(

味
噌
、
納
豆
、
ぬ
か
漬
け
、
キ
ム
チ
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
、
チ
ー
ズ
な
ど)

○
食
物
繊
維
：
便
秘
を
予
防
、
善
玉
菌
が
住
み

や
す
い
環
境
を
整
え
る(

野
菜
、
き
の
こ
、
海
藻

類
、
大
麦
な
ど)　

○
ビ
タ
ミ
ン
A(

β
カ
ロ
チ
ン)

：
口
や
鼻
、
皮

膚
な
ど
の
粘
膜
を
菌
や
ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
る(

緑

黄
色
野
菜
、
豚
や
鶏
の
レ
バ
ー
な
ど)

○
ビ
タ
ミ
ン
C
：
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
生
成
に
不
可

欠
で
、
皮
膚
や
粘
膜
・
血
管
な
ど
の
健
康
維
持

に
役
立
つ(

野
菜
や
果
物
、
イ
モ
類
な
ど)

○
ビ
タ
ミ
ン
E
：
血
流
の
流
れ
を
良
く
し
、
体

の
老
化
を
防
い
で
細
胞
を
若
々
し
く
保
つ(

ナ
ッ

ツ
類
、
ア
ボ
カ
ド
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ウ
ナ
ギ
な
ど)

②
運
動
、
生
活

　

家
に
こ
も
り
が
ち
の
生
活
を
し
て
い
る
と
筋

力
も
免
疫
力
も
低
下
し
ま
す
。

○
朝
の
光
と
共
に
起
床
し
規
則
正
し
い
生
活
を

す
る
。

○
目
覚
め
た
ら
腹
式
呼
吸
を
す
る
。(

血
行
を
良

く
し
身
体
が
温
ま
る
。
自
律
神
経
を
整
え
る
効

果
も
あ
り)

○
１
日
20
分
の
日
光
浴
を
す
る
：
人
間
は
日
光

に
含
ま
れ
る
紫
外
線
を
浴
び
る
こ
と
で
万
能
ビ

タ
ミ
ン
と
呼
ば
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
D
を
生
成
し
て

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る
。
よ
っ
て
骨
粗

鬆
症
の
リ
ス
ク
も
下
げ
る
。

○
家
の
中
で
で
き
る
カ
ラ
ダ
づ
く
り
を
す
る
：

運
動
は
免
疫
細
胞
が
作
ら
れ
る
骨
髄
へ
の
血
流

を
ふ
や
す
。
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
運
動
を
見

つ
け
、
体
を
動
か
す
こ
と
を
日
課
に
。(

ス
ト
レ

ス
解
消
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
い
免
疫

力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る)

　
自
粛
ム
ー
ド
は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で
す
が
、

こ
の
機
会
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、
コ
ロ
ナ

に
負
け
な
い
強
い
身
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

熱
中
症
を
予
防
し
よ
う

熱
中
症
を
予
防
し
よ
う

■
熱
中
症
は
、
気
温
が
高
い
中

で
、
脱
水
な
ど
を
起
こ
し
、
体

内
で
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
が
で
き

な
く
な
っ
た
状
態
で
す
。

■
症
状
は
、
身
体
の
だ
る
さ
や

め
ま
い
、
頭
痛
、
吐
き
気
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
高
齢

者
は
症
状
に
気
づ
か
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
重
症
に
な
る
と

け
い
れ
ん
、
意
識
障
害
な
ど
を

起
こ
し
、
命
に
も
か
か
わ
り
ま

す
。

■
熱
中
症
の
予
防
３
つ
の
ポ
イ

ン
ト

①
水
分
補
給

　

水
分
は
の
ど
が
渇
い
て
な
く

て
も
、
こ
ま
め
に
取
り
ま
し
ょ

う
。
夜
寝
る
前
も
水
分
補
給
を

し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　

②
服
装

　

風
通
し
が
良
く
、
体
を
し
め

付
け
な
い
服
装
に
し
、
帽
子
や

日
傘
な
ど
で
直
射
日
光
を
避
け

ま
し
ょ
う
。

③
食
事
と
休
養

　

室
内
で
も
屋
外
で
も
、
仕
事

等
の
作
業
は
、
こ
ま
め
に
休
憩

を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
心
掛
け
、
十
分
な
睡
眠

と
休
息
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

■
こ
ん
な
日
に
は
特
に
注
意
！

①
気
温
や
湿
度
が
高
い
日

②
急
に
暑
く
な
っ
た
日

③
前
夜
よ
く
寝
れ
な
か
っ
た
日

④
風
が
弱
い
日

■
熱
中
症
の
応
急
手
当

①
か
ら
だ
を
冷
や
す

衣
服
を
緩
め
、
扇
風
機
・
う
ち

わ
な
ど
で
風
を
送
り
、
冷
房
が

あ
る
と
き
は
使
用
し
、横
に
な
っ

て
休
ま
せ
ま
す
。

②
水
分
補
給

飲
め
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
水
分

や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を

少
し
ず
つ
飲
ま
せ
様
子
を
見
ま

す
。

③
直
ち
に
病
院
へ

自
分
で
水
が
飲
め
な
い
・
吐
く
・

動
け
な
い
・
意
識
が
な
い
等
の

場
合
は
、
直
ち
に
病
院
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５
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広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

下し
も
の
と
し
み

野
敏
見
名
誉
館
長
の
ご
紹
介

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
名
誉
館

長
の
下
野
敏
見
先
生
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
先
生
は
、
昭
和
29

年
に
鹿
児
島
大
学
を
卒
業
さ
れ
、
中

種
子
高
校
の
教
員
と
し
て
種
子
島
に

赴
任
さ
れ
、
種
子
島
で
教
鞭
を
と
る

傍
ら
、
島
の
民
俗
文
化
に
つ
い
て
精

力
的
に
調
査
を
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

宝
満
神
社
の
赤
米
御
田
植
祭
、
西
之

本
国
寺
の
盆
踊
な
ど
の
価
値
に
い
ち

早
く
お
気
づ
き
に
な
り
、
そ
の
伝
承

に
ご
助
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
著
名

な
研
究
者
と
共
同
調
査
を
さ
れ
、
全

国
に
そ
の
価
値
を
お
伝
え
に
な
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
高
く
評

価
さ
れ
、
昭
和
37
年
に
は
第
１
回
柳

田
国
男
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

そ
の
後
、
鹿
児
島
大
学
に
招
か
れ
、

民
俗
学
の
教
授
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
退
官
後
は
、
鹿
児
島
純
心

女
子
大
学
教
授
と
な
り
、
ま
た
、
鹿

児
島
民
具
学
会
の
会
長
な
ど
を
歴
任

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
に
は
「
種
子
島
宝
満
神
社
の

御
田
植
祭
」
の
調
査
報
告
書
を
ご
執

筆
い
た
だ
き
、
国
の
文
化
財
指
定
に

大
き
く
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現

在
は
、
西
之
本
国
寺
盆
踊
の
調
査
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
南

種
子
の
各
地
で
願
成
就
祭
に
踊
ら
れ

る
大
踊
・
中
踊
に
つ
い
て
も
、
深
く

研
究
さ
れ
、
そ
の
価
値
を
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
名
誉
館
長
に
就
任
さ
れ
た
後
は
、

ご
高
齢
を
お
し
て
来
島
さ
れ
、
広
田

遺
跡
語
り
部
の
会
の
皆
様
や
学
芸
員

に
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

種
子
島
中
央
く
ら
し
・
し
ご

と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
種
子
島
中
央
く
ら
し
・
し
ご
と
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
南
種
子
町
社

協
と
中
種
子
町
社
協
が
共
同
体
で
実

施
し
て
い
る
生
活
全
般
に
わ
た
る
困

り
ご
と
の
「
誰
で
も
、
何
で
も
」
の

相
談
窓
口
で
す
。
仕
事
の
事
、
お
金

の
使
い
方
、
子
ど
も
の
学
習
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
で
困
っ
て
い
る
方
、
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
一
緒
に

考
え
解
決
に
向
け
て
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

語り部に指導する下野敏見先生
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免
除
の
申
請
を

免
除
の
申
請
を

　　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
年
納

期
内
納
付
が
原
則
で
す
が
、
収
入

の
減
少
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
年
金

だ
け
で
な
く
、
不
測
の
事
態
が
生

じ
た
と
き
の
保
険
的
年
金
（
障
害

年
金
・
遺
族
年
金
な
ど
）
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況

を
防
ぐ
た
め
、
本
人
か
ら
の
申
請

に
よ
り
、
保
険
料
が
「
免
除
」
ま

た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。（
全
額
免
除
・
４
分
の
３

免
除・半
額
免
除・
４
分
の
１
免
除・

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特

例
猶
予
な
ど
）

　

免
除
は
、
過
去
２
年
ま
で
遡
っ

て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
場
合
は
、

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず
申
請
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
臨
時
特
例

症
の
影
響
に
よ
る
臨
時
特
例

措
置
措
置

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
令
和
2
年
2
月

以
降
所
得
が
相
当
程
度
ま
で
下

が
っ
た
場
合
は
、
臨
時
特
例
措
置

と
し
て
前
年
の
所
得
に
か
か
わ
ら

ず
本
人
申
告
の
所
得
見
込
額
に
よ

り
保
険
料
の
免
除
申
請
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

年
金
だ

役
場
保
健
福
祉
課

役
場
保
健
福
祉
課  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
３
５
）

１
１
１
１
（
１
３
５
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☎
㉖
６
６
９
０

★
新
着
本
紹
介
★

★
新
着
本
紹
介
★

一
般
書

●
孟
司
と
誠
の
健
康
生
活
委
員
会
（
養

老
孟
司
、
近
藤
誠
）

●
死
ぬ
ん
じ
ゃ
ね
ー
ぞ
‼　

い
じ
め
ら

れ
て
い
る
君
は
ゼ
ッ
タ
イ
悪
く
な
い
（
中

川
翔
子
）

●
宇
宙
か
ら
帰
っ
て
き
た
日
本
人　

日

本
人
宇
宙
飛
行
士
全
12
人
の
証
言
（
稲

泉
連
）

●
１
日
１
ペ
ー
ジ
、
読
む
だ
け
で
身
に

つ
く
世
界
の
教
養
３
６
５
（
デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
Ｓ
・
キ
ダ
ー
）

●
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
（
松
井
玲
奈
）

●
大
名
倒
産　
上
・
下
（
浅
田
次
郎
）

●
猫
君
（
畠
中
恵
）

●
人
類
最
年
長
（
島
田
雅
彦
）

●
裏
世
界
ピ
ク
ニ
ッ
ク
１
～
４
（
宮
澤

伊
織
）

●
偶
然
仕
掛
け
人
（
ヨ
ア
ブ・ブ
ル
ー
ム
）

●
息
吹
（
テ
ッ
ド
・
チ
ャ
ン
）　
他
17
冊

★
「
県
立
図
書
館
の
本
」

★
「
県
立
図
書
館
の
本
」

　
貸
出
開
始
の
お
知
ら
せ

　
貸
出
開
始
の
お
知
ら
せ

　
鹿
児
島
県
立
図
書
館
か
ら
、
一
般
書
・

児
童
書
あ
わ
せ
て
約
１
０
０
０
冊
の
本

が
届
き
ま
し
た
！

　

町
立
図
書
館
に
あ
る
本
と
同
じ
よ
う

に
、
一
人
５
冊
ま
で
、
２
週
間
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

来
年
の
２
月
ま
で
の
期
間
限
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
本

は
お
早
め
に
！

　

17　広報みなみたね　2020 年 6 月号
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南
種
子
町
に
は
多
く
の
伝
統
文

化
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

西
海
の
牛
野
集
落
に
は
、
棒

踊
り
と
ヤ
ー
ト
セ
ー
（
お
く
め

口
説
）
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
奉
納
踊
は
、
牛
野

神
社
の
秋
祭
の
日
に
、
牛
野
公

民
館
で
シ
ク
ミ
を
し
た
後
、
牛

野
神
社
と
神
社
下
の
広
場
、
牛

野
漁
港
で
踊
ら
れ
る
。
牛
野
の

棒
踊
は
、
棒
だ
け
で
鎌
は
な
い

が
、
勇
壮
な
良
い
踊
り
で
、
メ

ン
の
役
割
の
人
が
先
触
れ
な
ど

も
す
る
。

　

ま
た
、
ヤ
ー
ト
セ
ー
は
主
に

女
性
が
踊
る
も
の
で
、
優
雅
に

歌
い
な
が
ら
踊
る
。「
ふ
る
さ

と
祭
り
」
で
披
露
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
と
て
も
良
い
踊
り
だ

と
話
題
と
な
っ
た
。

牛
野
の
中
踊

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

浮
う き た

田　桜
お う

羽くん
平成 28 年 8 月 1 日生まれ
智徳さん・麻衣さんの男の子（島間）

　末っ子でお調子者のおうくん。
　【おう】の笑顔がみんなを元気にしてくれる
よ。
　おうのペースで一歩ずつ元気に育ってね。

ご家族からひとこと

関
せき

　大
だいすけ

助くん
平成 28 年 7 月 19 日生まれ
洋一さん・まり子さんの男の子（上中）

　三人兄弟で末っ子の大助くん。
　はにかんだ笑顔がたまりません。
　たくさん食べて、いっぱい遊んで大きくなっ
てね。
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（
氏
名
） 　
　

 　

       （
保
護
者
） 　

   　

   　
（
地
区
）

山や
ま
ぐ
ち口　
美う

る

は
心
晴　
（
太
一
・
智
美
）　　
平
山

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　4月30日現在
総人口（ 人 ） 5,601（＋ 95）

男（ 人 ） 2,796（＋ 40）
女（ 人 ） 2,805（＋ 55）

世帯数（ 戸 ） 2,944（＋ 20）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

4 月 0 件 18 件
累 計 0 件 82 件

※累計は令和 2 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

4 木 母子手帳交付 13：30～　研修センター 21 日 家庭の日

20 土 青少年育成の日 25 木 乳幼児健診 9：00～　福祉センター生きがい活動室

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　5月15日現在
発生 死者 傷者

南種子町 1（± 0） 0（± 0） 1（± 0）
中種子町 1（± 0） 0（± 0） 1（± 0）
西之表市 2（－ 7） 0（± 0） 2（－ 10）

計 4（－ 7） 0（± 0） 4（－ 10）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
4
月
30
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝祭日在宅当番医
日 在宅当番医 所在地 電　話

7 公立種子島病院 南種子町 26-1230

14 種子島医療センター 西之表市 22-0960

21 百合砂診療所 西之表市 28-3901

28 種子島医療センター 西之表市 22-0960

6 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　
  （

年
齢
）　 　
（
地
区
）

宮　
羊
子　
　
　
　
88　
　
　
島
間

竹
生　
政
達　
　
　
83　
　
　
上
中

岩
元　
レ
イ
子　
　
87　
　
　
上
中

■公立種子島病院の各科診療日
診療科目 診療日

小児外来 火曜と木曜の午後

眼科 1、2、15、16 日

耳鼻咽喉科 木曜

整形外科 火曜

消化器外科 火曜
水曜と木曜と金曜の午前

■日曜営業スタンド当番店
日 当番店

7 （有）永松産業　南種子給油所

14 （有）和人組　南種子給油センター

21 種子島石油（株）　南種子給油所

28 （有）船川石油店　上中給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

６
月
30
日
（
火
）
は

●
町
県
民
税
第
１
期

●
固
定
資
産
税
第
１
期

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

ご
結
婚

原　
晃　
　
　
　
　
平
山

大
野　
恵　
　
　
　
福
岡
県

篭
原　
章
太　
　
　
枕
崎
市

篠
山　
愛
咲
美　
　
下
中

（
氏
名
）　　

    　

   　

  （
地
区
）

　南種子町情報公開条例および個人情報保護条例の運用について、令和元年度の運用状況を公表し
ます。

（平成 31 年４月１日～令和２年３月 31 日）

公開請求
件　　数

公　開　状　況 不服申立
件　　数

不服申立
処理件数全部公開 部分公開 非 公 開

情 報 公 開 条 例 3 ０ 1 2 ０ ０

個人情報保護条例 ０ ０ ０ ０ ０ ０

情報公開条例および個人情報保護条例運用状況



発
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場
　

　
　

　
編

集
／

企
画

課
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画
開

発
係

〒
891-3792　

鹿
児

島
県

熊
毛

郡
南

種
子

町
中

之
上

2793
番

地
1

電
話

／
0997-26-1111（

代
）　

E-m
ail／
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n.m
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公

式
ウ
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イ
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／
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w
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n.m
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広報紙に掲載する有料広告を募集しています。詳しくは役場企画課企画開発係まで。☎ ㉖１１１１

　
４
月
８
日
（
水
）、
大
川
集
落
在
住
の
中
峯
清
光
さ
ん
が
、
町
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
、

２
年
間
の
体
験
に
つ
い
て
お
話
し
を
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
海
外
協
力
隊

青
年
海
外
協
力
隊
を
振
り
返
っ
て

を
振
り
返
っ
て

特 設 人 権 相 談 所 の 中 止 の お 知 ら せ特 設 人 権 相 談 所 の 中 止 の お 知 ら せ
　新型コロナウイルスの感染症拡大を防止
する観点から、６月１日（月）午前１０時
に開設を予定していました特設人権相談所
が中止になりました。
　つきましては、人権相談を希望される方
は電話での対応になりますので、下記まで問い合わせください。

○鹿児島地方法務局人権擁護課　　０９９－２５９－０６８４
○みんなの人権１１０番　　　　　０５７０－００３－１１０
○女性の人権ホットライン　　　　０５７０－０７０－８１０
○子どもの人権１１０番　　　　　０１２０－００７－１１０
○インターネット窓口　　　　　　https://www.jinken.go.jp
○ Telephone Counseling　  　　０５７０－０９０－９１１

　
　

私
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法

人 

国
際
協
力
機
構
）
の
青
年
海
外
協
力

隊
と
し
て
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
観

光
開
発
に
２
年
間
（
２
０
１
８
年
４
月

～
２
０
２
０
年
３
月
ま
で
）
従
事
し
ま

し
た
。

　
任
地
の
ラ
バ
ウ
ル
で
は
、
訪
れ
る
外

国
人
観
光
客
の
満
足
度
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
に
、
①
観
光
情
報
の
整
備
②
観
光

関
係
従
事
者
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
③
観
光

局
の
働
き
方
改
善
の
三
つ
を
柱
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

観
光
マ
ッ
プ
の
作
製
、
外
国
人
視
点
で

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
日
本
人
の
仕
事

ス
タ
イ
ル
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
目
的

の
外
国
人
観
光
客
の
満
足
度
ア
ッ
プ
に

成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　
言
語
も
文
化
も
異
な
る
異
国
の
地
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
初
め
の
数

か
月
は
食
事
が
合
わ
ず
体
調
を
崩
す
こ

と
も
多
か
っ
た
で
す
。
ま
た
治
安
の
悪

い
発
展
途
上
国
で
の
生
活
は
、
日
本
で

は
当
た
り
前
の
こ
と
が
現
地
で
は
当
た

り
前
で
な
か
っ
た
り
と
、
違
い
に
苦
し

む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
毎
日
新
し
い
発
見
や
出
会

い
が
多
く
、
刺
激
的
な
日
々
の
連
続
で

し
た
。
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
生

活
面
で
困
難
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
現
地
の
人
た
ち
に
助
け
ら
れ
無
事

に
２
年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
２
年
間
で
気
づ
い
た
こ
と
の
一

つ
に
、
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
づ
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
日

本
人
と
し
て
誇
り
を
持
ち
、
外
国
の
人

に
日
本
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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